
執行役員

リスクマネジメントの推進

情報セキュリティの強化

阪神高速は、高速道路事業という高い公共性を有する事業を営む企業として事故・災害などの発生に備え

て、交通管制部門を24時間体制にするほか、社内規則に基づき、各担当部門においてリスクを把握し必要な

対策を講じるなど、迅速かつ適切な対応ができる体制を整えております。

特に、災害、個人情報保護、コンプライアンスなど、会社等に重大な損失等を与えるリスクについては、リス

ク項目およびそれに紐づく要因を把握・認識し、必要なリスク対策を立案して実施し、適宜その内容の見直し

を各担当部門が行うとともに、リスクマネジメント委員会において会社等に重大な損失等を与えるリスクの特

定、リスク対策の内容および損失等が発生したときに講じた措置内容について調査および審議を行うなど、一

連のマネジメントサイクルの継続的な実施を通じてリスク管理を推進する全社的な体制を運用しております。

また、リスクに係る重大な事象が発生した場合の緊急対応体制を整備し、リスクへの機動的な対応を図るこ

ととしています。

阪神高速では、安全かつ安定的で、お客さまおよび関係者から常に信頼していただける組織を目指し、業

務上保有する情報資産の適正な取り扱いと情報セキュリティのより一層の強化に取り組んでいます。具体的

には、情報資産の重要度に応じた安全対策の実施、標的型攻撃メール訓練などの社員教育の継続的な実施

およびサイバー攻撃や情報漏洩への技術的な対策など、さまざまなリスクに対応すべく、物理的、人的およ

び技術的なセキュリティ対策を重層的に講じています。

また、働き方改革およびデジタル化の進展に対応すべく、社内規則などの運用ルールの整備・改善や最新

のICTソリューションを活用した安全対策も進め、阪神高速グループ全体としての情報セキュリティのさらな

る強化に取り組んでいます。
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各部等の指揮

リスク管理の体制整備

緊急事態への対処の体制リスク管理のモニタリング
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 災害対策本部　など
リスクマネジメント委員会
各部等のリスクマネジメント活動を 

全社的視点で調査・審議

 会社等に重大な影響を与えるリスクの特定

 リスク対策の内容を確認

 リスク発生時の具体的措置内容の検証
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